
１ かけ算は、比例関係にある場合に可能。

・「１０個以上購入すると１割引き」等、比例関係が崩れる日常場面を理解

２ かけ算は、長方形の面積（敷き詰めた図形の数）というイメージ。＜２年生～＞

・長方形の複合図形（〇の個数を求める場合）

３ 順序よく並んでいるものの和（ の個数を求める場合）は、かけ算で処理。

＊同じもの（ ）を逆にして合わせることで･･。

・１＋２＋３＋４＋５＋６＋７の場合

１＋２＋３＋４＋５＋６＋７

＋）７＋６＋５＋４＋３＋２＋１

８ ８ ８ ８ ８ ８ ８

１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＝（１＋７）×７ ÷２ →「台形の求積公式」

・１＋３＋５＋７＋９の場合

１＋３＋５＋７＋９

＋）９＋７＋５＋３＋１

10 10 10 10 10

１＋３＋５＋７＋９＝（１＋９）×５ ÷２ →「台形の求積公式」

・１＋３＋５＋７＋９の場合での他の考え方

＊並べ方の変化・工夫で･･。

１＋３＋５＋７＋９＝５×５ →「正方形の求積公式」

４ 可能な限り、便利なかけ算で処理。

・花の数を数える

場合

＊かけ算を利用する意志で･･。 ３ ×８ ＋２

Arithmetic Communication 【文責；山下昌茂】

Ｎｏ.4６ 2013.11.27

１

３

５

９

７

１

３

５

９

７

３ ２ ３ ④３ ②３ ３ ３ ３ ３

（４の１を２に移して３に）
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